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エンパワーメント実践において political であること 
 
                     上村建二朗 
 
 
はじめに 
 エンパワーメント（empowerment.以下 EP ともいう）は社会福祉、医学、看護、
心理臨床等の援助職ばかりでなく、経営、法学等でも注目されている概念である。筆
者も社会福祉士の通信講座受講中（平成16年4月から平成17年10月まで、熊本YMCA
学院にて）、この概念について学ぶ機会があった。そして多くのことを得たし、考えも
させられたが、ほんの 2,３“おや”と思うことがあり、その疑問ばかりでなく、一つ
の考察もまとまったので、読者に提供し、反応を得ることとしたい。 
 
１．empowerment の語源 
 私が読んだ文献でも empowerment の語源上の説明があったのが幾つかあった。英
語の好きな高校生だったらおよその見当がつくだろうが、em は en(動詞を作る接頭
辞又は接尾辞)が子音変化(b,m,又は p の前では en が em となる)したもので、power
は力、権力等の意だから「力強くする」ぐらいの意味で、初めてこの単語に出会って
も、その接頭辞を知っていれば、ほとんどの場合辞書を引く必要はないだろう。だか
ら次の文書に出会ったときは少し驚いた。「empowerment(エンパワメント)の em は
接頭語であり、『内』という意味をもち、かつことばの頭につけることによって、あ
る方向性をもたせ、動きを与える。つまり『エンパワーメント』とは、内なるパワー
(もともともっている力)を取り戻していくこと、そしてその力を発揮していくこと、
という意味になる。」(1)「’empowerment’ でいう‘em’とは、入り込むこと、同じ立場
に立つという意味があるとされている。したがって、エンパワーメントを志向したソ
ーシャルワークは、専門家による『力を付与すること』を超えることを意味しようし、
……」(2)。「エンパワーメントの em と言う接頭語は『注ぎ込む』という意味をもっ
ており、力を注ぎ込む、つまり、力を相手に与える働きがエンパワーメントである。
ウエブスター英英辞典はエンパワーメントを『力を与えること、権限を与えること、
能力を与えること、enable と同じ意味』と説明している。」(3)。それなりの権威者の
言だが、em の意味は動詞を作る接頭辞又は接尾辞、プラス power として覚えていた
私は、確認のため図書館に調べに行った。 
Webster Third New International Dictionary では接頭辞 en(em)の意味を①入れる
(put into 例 encradle)、戴せる(put on to 例 enthrone) 、乗せ(入れ・上げ)る(go into or 
onto 例 embus)、包む(cover or surround with 例 enwrap)②生じさせる(cause to be
例 englad)③包むため(so as to cover or surround 例 enwrap)、徹底して(thoroughly
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例 entangle)と説明するとともに④供給する（provide with）の意味も載せており、そ
の例として empower を挙げていることを指摘しておきたい。そして①～④に共通する
こととして「名詞や形容詞から作られる動詞に付く」との説明がある(4)。上に述べた
識者たちの説明より、④の「供給する」の意味の em と power からなる語と説明した
ほうが、empowerment の語源の解説としてピッタリくるのではなかろうか。しかし
これらは、枝葉末節である。だが、次の事項は、実践的・臨床的なことかはさておき、
語源の問題より重要性が高いと思う。 
 
２．エンパワーメントの政治性とは 
１) ソーシャルワークの EP は 4 つの次元に分けられ、YMCA 学院社会福祉士講座
でのレポートの参考文献となった『エンパワーメント実践の理論と技法 これからの
社会福祉サービスの具体的指針』(中央法規・1999 年)でも、宮川数君が E.コックス及
び R.パーソンズの共著(『高齢者エンパワーメントの基礎』小松源助監訳。(相川書房・
1997 年)以下「コックス、パーソンズらの本」という。)を引用し、(個人の内的なエン
パワーに焦点を置く)①個人的次元、(セルフ・ヘルプグループへの参加等に焦点を置く)
②対人関係的次元、③環境及び組織的次元、④社会政治的次元に分けている(5)。私は
私なりの理由で④の「政治的」という言葉に注意を払った。 
「政治的」の意味について宮川は「エンパワーメントアプローチにおいて、クライ
エントの無力さは、社会的影響力に対する敗北感から生じるものであり、その回復は
自己と自分を取り巻く社会的勢力との影響力の不均衡の是正であると考える。とすれ
ば、エンパワーメントは、個人のレベルにとどまるものでなく、対社会的なものであ
り、その最終局面として政治的次元を含むものといえるだろう。」という(5)。同じ著
書の中で佐々木政人は「社会的・政治的な能力とは、住民どうしの声を的確に聞く能
力、それを１つに結集する能力であり、コミュニティ変革を促すための積極的な力で
あるといえる。具体的には、法律、政策、福祉援助プログラムに関する分析能力と変
容能力を指す。」(6)と述べている。また同じ著書で高間満は、L.M.グディエレスの「(エ
ンパワーメントとは)個人が自らの生きていく環境状況を改善するための行動ができ
るように、パーソナルな、インターパーソナルな、あるいは政治的な力(パワー)を強化
する過程」という言葉を引用し、「こうした力(注：パーソナル・インターパーソナル
な力)が効果的かつ相乗的に強められて、社会的な発言や行動に結びついていくのが
『政治的な力』といえよう」(7)と言っている（「注」は上村）。 
他に私が見た EP に関する数名の識者の論文(8)に関する限り、このように「政治的」
の意味に解説を付けていたのはここに挙げた３人だけで、その意味で我々読者には親
切である。だが、その原語 political が「政治的」という訳語―私が見た上述及び参考
文献中の EP 関係論文は、全て political の翻訳語として「政治的」の語が使用されて
いるのは間違いない―について私としては、部分的だが疑義がある。「部分的」といっ
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たのは、political が「政治的」と訳されて、適切な箇所もあったからである。大まか
に言えば、コックス、パーソンズらの本の①から④までの次元で、①(個人的次元)②(対
人間関係的次元)の political はそうでないが、③(ミクロ環境・組織次元)④(マクロ環
境・社会政治的次元)の political は「政治的」の訳でよいと思う。その意味では、ここ
に挙げた３人の識者たちの「政治的」という訳語の採用は、決して間違いではない。
ただし、私は「政治的」という訳語においても、以下に述べる「自己目的のために」
等の意味が含意されていることが、間々あるような気がした。 
 
２) 日本語の「政治的」の意味 
広辞苑で「政治的」とは①政治に関するさま。「政治的事件」②事務的でなく、実情
にあった駆け引きをするさま。「政治的解決」③かけひきにたくみなさま。「政治的に
立ち回る」とある。私が見た識者の論文中の「政治的」は①あるいはそれに類する意
味と私は捉えたが、無力な(powerless)クライエントがエンパワーされパーソナル, イ
ンターパーソナルなパワーを身に付ける、というのはわかる。だが、政治的パワーが
エンパワーされるとは、投票行動、選挙運動、ソーシャルアクション、住民運動等広
辞苑①関連の活動に関すること以外、どんな事態が考えられるのか。クライエントが
政治家・官僚等だったら、その「事態」の可能性も広がろうが、それほど多いケース
とは思えない。もちろん、私はアメリカ人学者が political の語を EP との関連で使用
するとき、広辞苑①の意味の「政治的」であることを否定するつもりは全くない。
political の言葉が上記のような投票行動等の「事態」を指しており、「政治的」で適訳
の文もあったのは前述した。だが、元々政治に興味がない者が、何らかの無力な状態
から立ち直ったとしよう。そのとき彼女/彼は必ずしも上に述べた投票行動等ができる
必要はあるまい。また、佐々木が「政治的」の意味について「具体的には、法律、政
策、福祉援助プログラムに関する分析能力と変容能力を指す。」と述べたのは前述した
が、これとて全てのクライエントが、エンパワーされていく上で獲得すべきものとは
信じられない。このような「分析能力」「変容能力」を身に付けるクライエントは、一
握りではなかろうか。大部分のクライエントは、自分の抱える諸問題が解決し、現実
適応できることで一応満足し、上記の「分析能力」「変容能力」を獲得するまで望むか
どうか疑わしい、と私は考える。もしこのような能力までクライエントが求められる
と、却って彼女/彼の負担になりはしないだろうか。寧ろ、このような「能力」は地域
福祉のリーダー（もちろん福祉サービス受給者も含まれ得ようが）、行政官・政治家が
身に付けるべき能力であろう。 
コックス、パーソンズらの本で次のような記述がある。(ア)「事例の中でE女史は、
ナーシング・ホーム入所にまつわる情緒的な外傷について学ばねばならなかった。そ
の教育を通じて、彼女は自分自身の状況のみならず、同じような状況にある他者につ
いてもよりpolitically(に)意識するようになったのである。」(9) (イ)「各個人は援助過
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程から、大いに利益を受けるように思われる。カウンセリング、傾聴、権利擁護など
の対人関係技法の開発と活用が、しばしばそのような参加をするために求められる。
このレベルで、(メンバーの抱える)問題の性格はpublicであること、そして(その問題
は必ず何らかの)原因が存在するというpolitical(な)性格が意識され始める。」(10。()
内は上村の挿入) (ウ)「個人的の問題をpolitical(な)問題として理解することは、4 つの
インターベンションの次元全てにおいて意識高揚をはかるための原則である。」(11) 
(エ)「１年間を通して、グループはメンバーに対して、彼らに襲いかかった移行の期間
に、重要な生き残りのための情報と情緒的なサポートを提供した。それはまた、個人
的・political(な)成長の源泉でもあった。」(12) (オ)「加えて、こうしたいくつかの活動
は、高齢者が自身の問題をよりよく理解し、状況の対人関係的、political(な)性格を知
ることを可能にする。」(13)( ()は上村の挿入。)。 
 以上の 5 つの文の political(ly)は、もちろん「政治的(に)」と訳されているが、もし
広辞苑①の意味と解釈すると、読者は納得するだろうか、と思う。私はここでの
political は、私は広辞苑①より②、③に近いと思っているが、(ア)～(オ)の文脈での「政
治的」をその様に捉えることは、少し難しいだろう。クライエントの「個人的問題」
を「政治的問題と理解」するとか、それが「意識高揚をはかるための原則である。」と
は私はぴんと来ない。又(エ)の文で、グループメンバーの「政治的な成長」とは何であ
ろうか。政治的な感覚・民主主義意識等の成長と訳文からはとれそうだが、後に検討
する通り、そうではない。私が初めて(ア)～(オ)の文書を見たら、隠喩・比喩として「政
治的」の語が使われていると思うだろう。しかし、隠喩・比喩ではなく、political の
定義として別の適切な訳語があれば、そして、それが原著者の意図と思われるなら、
その訳語を採用するべきである。 
(ア)～(オ)の political は「自己目的のために」の意味が基本で(14)、文脈により「駆
け引きに長けた」「人間関係がらみの」「世渡りにおける」程度の訳でよいと思う。こ
の４つの訳は、意訳のやりすぎでもなんでもなく、辞書に定義として載っている。ロ
ングマン電子辞書だと”relating to the way that people, groups, companies etc. try to 
get advantage for themselves”(人々、諸集団、会社等が、自らを有利にしようとする
やり方に関係している)とあり、上の４つの訳語がそれ程的外れでないことがわかろう。
念のため 20 年ほど前に購入したロングマンの最初の版では、定義は似たようなものに
しろ、「たいてい derogatory(侮蔑的)」とあり、上記広辞苑の定義②、③に似ている。
だが、日本の学者の方々が EP 概念を紹介し(political の訳語として)「政治的」の語を
使うときにしろ、アメリカ人学者が EP に言及する際 political と言うときにしろ、侮
蔑的なニュアンスは私には感じられなかった。私の良き友人で英語学習の先生でもあ
るキャシー・ローバック嬢に、political とは「狡さ」(craftiness, slyness, trickery)を
意味しうるだろうか、と尋ねてみたら、彼女はそれを肯定した。このことは、アメリ
カ人学者がpoliticalを上述のロングマン電子辞書の意におけるEP関連で述べるとき、
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いわば「望ましい狡さ」を匂わせている、ということではなかろうか。 
有名な、C.ジャーメインと A.ギッターマンの共著『ソーシャルワーク実践の生活モ
デル』にある「エンパワーメント実践」の記述を見てみよう。彼らはエンパワーメン
ト実践 を 2 つのレベル(マクロ及びミクロレベル)に分け、前者は personal power の
発達を最大限に許容し、後者は集合行動及び political power の発達を最大限に許容す
る、とある(オッコーネルなる学者の引用。イタリック体は原典のとおり。)。ジャーメ
インとギッターマンは、生活モデルでは、クライエントが、この二つのタイプのパワ
ーを得ることに力を注ぐと述べ、結論的に次のように述べる。「生活モデルのエンパワ
ーメント実践は、ソーシャルワーク実務家と管理者からクライエント及び[ワーカーの]
同僚に提供される援助、と明確に表現できる。その目的は、クライエント及び同僚が、
自分たちの生活をより強くコントロールできるよう、彼らの、個人的(personal)、対人
間関係的(interpersonal)、そして political なパワーの増強である。」(15.[]は上村)以上
ジャーメインらがエンパワーメント実践の概念を述べる際、どんな文脈で political と
いう語が使われているかはほとんど伝えたつもりだが、ここでも、political の意味は、
「政治に関するさま」の意が主要であるとは思えなかった。もちろん、広辞苑①の意
味は暗に含まれているだろう。だが、ジャーメインとギッターマンは「自己目的のた
め」「駆け引きに長けた」等の意味で political であることが強まることをいいたいの
ではなかろうか。キャシー嬢は、ここでの political の意味について、もちろん”relating 
to the way that people, groups, companies etc. try to get advantage for themselves” 
(人々、諸集団、会社等が、自らを有利にしようとするやり方に関係している)という意
味であることに賛成してくれたが、ここでの political がどのくらい、「政治に関する
さま」の意味での「政治的」なのか、と尋ねたら、「2、3 割かな」と達者な日本語で
答えてくれた。確かに、ここの political が「政治に関するさま」との解釈は、native 
speaker でも採用する可能性はあるかもしれない。ただ、キャシー嬢はそういう解釈
を採らなかったし、私も「自己目的のため」「駆け引きに長けた」くらいの意味と思っ
た。余談かもしれないが、彼女は学生時代経営を専攻し、その時 EP について学ぶ機
会があったという。その学習では、貧困家庭等が EP の対象者で、やはり心理的な面
が強調され、彼女いわく「おもしろかった。」とのことである。その意味で、彼女の教
育歴は援助職の EP と無縁ではない。 
また、以下のような語学に関する記述を述べると、私などより英語に強い読者に不
快感を与えようが、お許し願いたい。英語というのは少し厄介な言葉で、－他のヨー
ロッパ言語もそうであろうが－１つの単語で、明らかに２つの意味を持たせている場
合がある。例えば、stateが「国家」と同時に「状態」をも表している如く。例えばTIME
誌の記事“It doesn’t take much” でこんな文章があった（訳は省略）。“Is it plausible to 
think of happiness not as a state of mind or a state of the pocketbook, but as an 
actual sovereign state?”(TIME, 37,Feb.28,2005.) 下線部のstateについて、少なくと
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も最後のものは「国家」と同時に「状態」を表しているが、どちらの意味が表に出て
いるか(explicate)、裏に隠れているか(implicate)の大小の具合は、執筆者のアラン C. 
ローブルズが読者の解釈・想像に任せているとさえ言えよう。「国家」「状態」の両方
の意味を知っていればこそ、ローブルズのメッセージばかりでなく、その言葉遣いの
素晴らしさが味わえるのだが、EP関連文献でpoliticalが常に「政治的」と訳されてい
ると、英語原典著者のメッセージが部分的にしろ歪められないか、と危惧した。(それ
が私の本稿の執筆動機の一つである。)。EPにおけるpoliticalについては、前述の如く、
明らかに「政治的事件」の意味でのpoliticalの使われ方ももちろんあったし(16)、それ
では意味をなさないpoliticalもあった。だが、両方の意味があり、片方が前面に出て、
もう片方が裏に潜んでいることもあった。不本意ながら、現在の私には、そのような
英語情報の「行間を読む」能力が十分でない、と告白せざるを得ないが。もちろん、
「政治的」の訳語を、論文等の執筆者たちが比喩・隠喩として敢えて用いた可能性は
全面的に否定できないが、そうするより、「政治に関するさま」の意の「政治的」の訳
ではピッタリこないときは「自己目的のため」「駆け引きに長けた」等の訳語で意味を
はっきりさせたがよいと思う。 
ここで、エコマップで有名なアン・ハートマンが”The profession is political”という
短い文書を執筆しているので紹介したい(17)。彼女は、バーバラ・ソロモンの『ブラ
ック・エンパワーメント』以来、EP は不利な状況及び抑圧された状況にある集団との
実践において、明確に宣言された、主要目標となったことをまず述べる。だが、ソー
シャルワーカーたちがこの EP の理想を強く心に抱くにつれ、専門職者が使命として
EP を採用するだろうが、EP を使命として採用する際現れてくるジレンマと、選択さ
れるべき選択肢については、十分調査されていない可能性がある、という。このジレ
ンマについてハートマンは具体的に述べていない。ただ「ことばでははっきり述べら
れないにせよ、専門職者のクライエント・エンパワーメントに対する強い思い入れ
(commitment)についてのジレンマは中心となる課題であり、目新しいものでない。こ
れらのジレンマは、ことばは異なるにせよ、我々が、道徳的優位性、富める者の責任
(noblesse oblige)、社会統制に根付く我々の始まり[における実践]以来、専門職を試し
続けてきた。」（[]は上村）と述べている。ハートマンが述べる「我々の始まり」とは、
ロンドンで始まり、1877 年にアメリカ・バッファローでも設立された慈善組織協会が
代表的といえよう。慈善組織協会で活躍していた人に友愛訪問員がいたが、彼らは「道
徳的優位性」「富める者の責任」「社会統制」に基づき活動していたのである。私の解
釈であるが、ハートマンはソーシャルワーカーが EP を使命として採用する際、クラ
イエントを強くしよう(その第一歩として、クライエントを慈しもう、ケアしよう)とい
うワーカーの気持ちと、クライエントの自己決定を尊重しようとするワーカーの気持
ちを、ジレンマの一つと考えているのではなかろうか。 
またエンパワーメントはソーシャルワークで、 実践よりソーシャルワーク専門家
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の言説としてのみ存在しているのでは、そして真にエンパワーリングな実践の実現に
は、制度的、経済的、政治的(18)、イデオロギー的、歴史的等多くの障害があること
を述べている。 
次にエンパワーメントの先駆的概念として自己決定をあげており、「ソーシャルワー
カーが自己決定原理を実際に用いる能力は、クライエントが搾取、抑圧等される程度
に影響をかなり受け」、このことからワーカーたちは、ソーシャルアクション、アドボ
カシー、そしてエンパワーメントに目を向けるようになり、不平等が明らかにされ、
いろいろな機会が利用できるようになり、クライエントの自己決定も実現されたとい
う。また、EP は自己決定の権利ばかりでなく、それを達成するためのパワー、能力、
権威を持つ権利を含意している。だが、ワーカーたちは、ワーカー・クライエント間
のパワー力学を詳しく論じたことはほとんどなく、それは、クライエントが真にエン
パワーされると、ワーカーがパワーを奪われるため(19)と不本意ながら思わざるを得
ない、ともいう。だが、クライエント・ワーカー間では、ワーカーは、秘密保持の尊
重、自己決定への配慮等を通じ、クライエントにパワーが持たされるよう無理をして
きたが、それほど実を結ばなかった。そして、ハートマンはワーカーのパワーの源泉
として①所属機関の資源②専門家としての知識③対人関係上のパワー④[ワーカーと
して]当然行使すべき(legitimate) パワーを挙げる。①は、施設や機関での実践では、
ワーカーのパワーは、所属機関等の資源・サービスであること、②は、「ワーカーの[医
療モデル類似の]専門職化」から、[クライエントの]「強さの視点」への動き、③は、
クライエント・ワーカーのパートナーシップ化、④は、ワーカーに付与されている、
社会統制の機能を果たすための合法的パワー(the power legally invested in social 
workers to perform certain social control functions)、クライエントの自己決定制限を
中心に述べてある（[]は上村）。 
以上ハートマンの文章を、上手くないが、私なりに紹介したつもりである。タイト
ルの”The profession is political のpolitical”は広辞苑の「政治的」定義①、つまり「政
治に関するさま」という意味の「政治的」とは私には思えなかった。タイトルだけで
は、ソーシャルワーカーが、州、連邦政府・議会に働きかけるような内容を期待する
人もいるのではないだろうか。だが、実際の中身は、ワーカーが、対クライエント援
助で”relating to the way that people, groups, companies etc. try to get advantage 
for themselves” (人々、諸集団、会社等が、自らを有利にしようとするやり方に関係
している)という意味においてpoliticalであるべき―”The profession is political”のis
はshould beの意味のようにさえ私は思えた―であって、対クライエント(利益)のワー
カーの姿勢であった。その意味において、上記下線のfor themselvesは当然、ワーカ
ーばかりでなく、クライエントを含みうる。ワーカーの「クライエントのために」と
いう姿勢・使命から明らかであろう。そして、ワーカーがpoliticalであることは、ク
ライエント自身がpoliticalであるようエンパワーされていくことと、いわば対称関係
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になっており興味深い。因みに、”The profession is political”の訳は、「ソーシャルワ
ーク専門職は駆け引き上手」くらいでいいと思うが(20)、こういう「非聖職者」的イ
メージさえ感じられるソーシャルワーカーの一面は、意外と強調されていないかもし
れない。 
以上の考察から、日本の社会福祉の世界での EP 概念の紹介には見られない―少な
くとも私が知り得た限り―同概念から得られる、１つの援助の方向のあり方を述べて
おきたい。思弁的には違いないが、それは、エンパワーメント志向の援助では、クラ
イエントが political であるよう援助していくべきでは、ということである。それは、
例えばⅢ１で触れた「政治的」の意味(宮川らの「政治的」の説明)なら、日本のソーシ
ャルワーク界の識者の方々が既に述べている、とも反論されよう。だが political とは、
もちろん、”relating to the way that people, groups, companies etc. try to get 
advantage for themselves” (人々、諸集団、会社等が、自らを有利にしようとするや
り方に関係している)、つまり「自己目的のため」「駆け引きに長けた」「世渡りのうま
い」程度の意味であり、上述の広辞苑②③に近くなる。そして、昔のロングマン辞書
では侮蔑的との表記もあった如く、political とは場合により狡さ(craftiness)を含意す
ることもあろう。実際、故マザーテレサのような特別な人々を除き、political に振舞
うことなしに、望ましい社会生活を送れる人はそれほど多くはあるまい。又最後に紹
介したハートマンの論文を額面どおり受け取るならば、ワーカーはクライエント(の利
益・援助)のため political であるべき、そしてこの語は「狡さ」を意味しうるので、違
法でない限り、「狡さ」も技術として行使すべき、と言えよう。例えば、あくまで想定
のレベルであるが、児童虐待の事例において、被虐待児童のために、ワーカーが
political に振舞うのは当然といえよう。そのとき、ワーカーは、彼女/彼の加害者たる
親に対して「狡く」－道徳的に？－振舞うことは当然ありえよう。 
最後に、本稿を仕上げる上で最も活用価値のあった『エンパワーメント―実践の理
論と技法 これからの社会福祉サービスの具体的指針』は、ソーシャルワークのエン
パワーメントを「理論」「技法」「実践(事例)」の面から記述した絶好のエンパワーメン
ト実践の入門書である。私自身多くを学んだ。特に、理屈っぽくなりがちな私には、
事例を詳しく取り上げているのが有難かった。ただ、以下の記述に私はどうも引っか
かった。「２専門職との連携 エンパワーメントおいては、援助を行うワーカーとクラ
イエントは、従来の伝統的な専門家と非専門家という関係ではなく、対等なあるいは
バランスの取れたパートナーシップの関係にあるといわれている。セルフヘルプ活動
のエンパワーメントを促進させるためには、専門職とセルフヘルプ活動も、それぞれ
パートナーシップの関係にあるべきだろう。・・・もしもセルフヘルプ活動独自で、そ
の団体のエンパワーメントが高められ、社会福祉制度や施策に影響を及ぼすとするな
らば、専門家の存在価値は失われるであろう。したがって、専門職とセルフヘルプ活
動が連携し、それぞれの関係を発展させていくならば、セルフヘルプ活動のエンパワ
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ーメントが、高まっていくことになるであろう。」(21)(傍線は上村。) 
私は「もしも、セルフヘルプ活動独自で、その団体のエンパワーメントが高められ、
社会福祉制度や施策に影響を及ぼすとするならば」これほど望ましいことはないと思
う。理由は①被援助者自身に(専門家の援助なしに福祉制度等に影響を及ぼしたという
意味で)誇り・自信がつく。②援助を受けるという、精神的・経済的その他のロス又は
スティグマを被らずにすむ、という２つである。自己決定権の発想にも沿うだろう。
またこれこそ見事に,「政治に関するさま」又はその類似の意味において、福祉サービ
ス受給者が politically にエンパワーされた例といえよう。三原が「専門家の存在価値
は失われるだろう。」と述べるとき、ハートマンの以下の言葉を思い出した。「(エンパ
ワーメントが語られる際)われわれは専門家として、“システム(体制)”の一部であると
いうことを認めようとしなかったし、又パワー(権力)というわれわれの職業上の地位が
含意することを深く掘り下げようともしなかった。われわれは多分クライエントが真
にエンパワーされると、われわれは必ずいくらかのパワーを放棄するようになる、と
不本意ながら考え続けていた。」(22)失礼を承知で述べると、三原は「クライエントが
真にエンパワーされる」とワーカーは「必ずいくらかのパワーを放棄するようになる」
(三原の言葉では「専門家の存在価値は失われるだろう。」)と「不本意ながら考え続け
て」いるのであろうか。少しきつい調子だが、もし三原が、セルフヘルプグループが
専門家から独立しそうなとき、後見的な構え(「いつでも相談に来なさい」等)を忘れな
い、くらいの意ならわかるが、この文からそういうメッセージは読み取りにくいだろ
う。結論として私は、この三原の言は望ましくないと思う。 
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5 宮川数君「ソーシャルワークにおけるエンパワメント実践技法」『EP 理論と技法』85
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6 佐々木政人「家族エンパワメントの実践技法」（前注 1）所収。134 頁 
７高間満「相談機関における(福祉事務所)におけるエンパワメントの実践過程」（前注１）
所収。223 頁  
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は、「人間関係の問題として(自分やナーシングホームの仲間の状況を意識)するようにな
った。」程度の意味に捉えた。以下 10 参照。 
10 （前注９）、62 頁。但し、下線部分で public の語もわざと訳さなかったが、本邦訳書
のとおり「公的」との訳を採用するのは少しためらった。この引用文は自助グループに
ついての言及だが、各メンバーの問題が「公的な性格をもっていること」に対する「意
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Oxford のポケット版辞書第８版（1992 年）にはある。又下線部の「political な」は「人
間関係における」くらいの訳を採りたい。本文で取り上げたロングマン電子辞書の定義
から決して間違いではないが、キャシー嬢は「人間関係」という語が、political の訳語
決定でヒントになる旨述べてくれた。参考に原典の相当箇所示しておきたい。“At this 
level, consciousness of the public nature of the problem and political nature of 
causality begins to emerge.”(原典・Empowerment－Oriented Social Work Practice 
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11 （前注９）、64 頁 
12 （前注９）、124 頁 
13 (前注 9)、129～130 頁。ここで、敢えてpoliticalを訳すのを控えた。「政治的」の訳語
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nature of the situation. (Empowerment－Oriented Social Work Practice with the 
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14 本稿を仕上げる上でご協力いただいたもう一人の友人ミッシェル・ミツモリ嬢が
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or self-serving objectives (訳は省略。例 a purely political decision.注：もちろん、この
フレーズが「(純粋に)政治的な決定」を意味することもあろう。 )があった。10 で述べ
た「人間関係(の)」及び「自己目的のため」の二つが、(「政治的事件」における「政治
的」以外の意味の)political の訳語決定上のキーワードに思える。又ミッシェル嬢は「自
己に有利になる目的達成のため小賢しく(clever)あらねばならない」という意味で(自己
目的のためという意味の)political は、狡い(sly, crafty)を意味しうるという。そしてこの
意味での political はたいてい褒め言葉でないと、1978 年（初版）のロングマン英英辞
典と同じ趣旨の見解も述べてくれた。 
15 Carel B. Germain, Alex Gitterman, The Life Model of Social Work Practice(New 
York: Columbia University Press, 1996). ,31－32  
16 例えば、高間が引用している L.M.グティエレスの「(エンパワーメントとは)個人が自
らの生きていく環境状況を改善するための行動ができるように、パーソナルな、インタ
ーパーソナルな、あるいは政治的(political)な力(パワー)を強化する過程」の political
は「政治的事件」の意味の「政治的」であると、ミッシェル嬢は教えてくれた。だが、
私は同時にBased on or motivated by partisan or self-serving objectives の意味が裏に
秘められて (implicate) いるようにも思う。 
17 Hartman, Ann. “The Profession is political” Social Work/Volume38, Number.4/July, 
1993(National Association of Social Workers, Inc.), 365－366、504 
18 ここでの「政治的(political)」はまず「政治的事件」の意味での政治的であることは間
違いないと思うが、２,３割程度は「駆け引きに長けた」等の意味が込められているよう
に私には思えた。political の訳で、随分玉虫色的発言が目立つ私だが、キャシー嬢は
political がどの程度「政治的事件」の意味での「政治的」で、どの程度「自己目的の」
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「駆け引きに長けた」等の意味かの判断は「native speaker でも難しいことがある。」
旨述べてくれた。 
19 この上なく興味深い現象と思うので、自分の問題意識として留意しておきたい。窪田
暁子が文献 8 の「アルコール依存者の回復をエンパワーメントの視点から見る」(『ソー
シャルワーク研究 Vol.21No.2』(相川書房・ 1995 年))で援助者と被援助者の「共依存」
「自己不確実感」について述べていること(90 頁)と一脈通じるのでは、と思っているの
だが。 
20 訳しづらかった。ただ、ハートマンは[ワーカーとして]当然行使すべきパワーを述べ
る際、ソーシャルワーク専門職の制裁(sanction)として当然の社会統制機能があること、
またソーシャルワーカーが、権威を携え行為するようエンパワーされているのが当然の
状況では、クライエントの自己決定を必然的に制限すべき旨明言している(supra note 
17, 504)。以上のような場合、クライエントの自己決定尊重とその制限は、一種の駆け
引きと考えこのように訳した。ただ、筆者としても十分に満足しているわけでないので、
より良き訳があればご教授願いたい。 
21 （前注１）58 頁。三原博光第３章「セルフヘルプ活動とエンパワーメント」 
22 supra note 17, 365 
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